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令和４年９月の出来事

JICA海外協力隊派遣に伴う表敬訪問

産学医連携による医療・介護製品寄贈式

　ＪＩＣＡ海外協力隊で佐久市出身の花里さくらさんが、2022年11月から2024年10月ま
での２年間、ＪＩＣＡ協力隊としてブータンへ派遣されることから、９月13日、市長を表敬
訪問されました。
　派遣先では、農業機械公社へ配属され、ブータンの米や野菜等を使用した商品開発、市
場調査等を行われます。

　一般社団法人佐久産業支援センター（ＳＯＩＣ）の医療介護ワーキ
ンググループにおいて、市内病院の困りごと、ニーズをもとに製品
化された、足踏み式除菌ディスペンサー「ふみふみしゅっしゅ」、
車いすボンベキャッチャー「よりそいくん」を、９月15日、佐久
市・浅間病院へ寄贈いただきました。
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野沢共同作業センター竣工式

　９月16日、「めざせ１日80ｇ！たんぱく摂ろう会」コンソーシアムは、望月小学校６年
生を対象に、たんぱく質について学ぶ特別食育授業を開催しました。
　たんぱく質の大切さを学ぶことができる教科書「たべる教科書」を用いて、座学と調理
実習編の２部構成で行われ、児童たちはたんぱく質の大切さへの学びをより一層深めまし
た。

　９月30日、野沢会館内にある障害福祉サービス事業施設の移転先として完成した、野沢
共同作業センターの竣工式が執り行われました。
　センターが地域の皆さんに親しまれるものとなり、利用者の皆さんにとっても充実した
活動の場となることを期待します。

「めざせ１日80ｇ！たんぱく摂ろう会」
望月小学校で食育授業


